
 

 

 

 

「未来を拓く」② 
 暦は３月に入り、進級、卒業が迫ってきました。３年生の皆さんは、先日の公立高校Ａ日程面接で、これから

の３年間頑張りたいことや、その後の進み方を聞かれたことと思います。進級や卒業は通過点であり、皆さん

の前には道が続いています。毎日の授業だけでなく、学校行事や部活動、生徒会活動を通して得た知識や

経験は、皆さんの道を広げてくれます。どんなことがきっかけで道が広がるかは分かりません。後から振り返っ

た時、「あの時の、あれだったのか」と気付くのだと思います。何事も、自分のプラスになると思って、前向きに

取り組みましょう。卒業を控えた 3年生 川田さんに、３年間を振り返って感じることを聞きました。 

  

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ミカドアゲハのインタビュー⑥ 

高知新聞 「声ひろば」より 

返信 「ミカドアゲハ キャリア教育便り」 ＮＯ．６  （  ）年（  ）組 氏名（                    ） 

3 年 2 組 川田野々花さん   

１，２年生におくる言葉 

 

 私は生徒会活動を通して、学校行事を運営する苦労や創り

上げていく楽しさを知りました。また、生徒会のみんなで潮

江 SDGｓを考えながら、多様性を認める社会の必要性を痛

感しました。生徒会活動を通して培った力を高校生活や日常

生活でいかし、誰かの役に立てる人になりたいと思います。 

 中学校 3 年間、勉強することはもちろん大切ですが、い

ろいろなことに挑戦し、様々な経験をすることが自信につな

がっていくと思います。頑張ってください。 
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